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1. はじめに 
このたびは、弊社の 2048 チャネル対応クライアント／サーバ形 PC レコーダソフトウェア MSRpro

をお買い上げいただき誠にありがとうございます。本取扱説明書は、MSRpro のクライアントソフト

MSRpro-Client/Analyzer （形式：MSR2K-C）がもつ機能を十分にご使用いただくためのパソコ

ン環境、使用する入力機器、操作方法について説明しています。ご使用前にこの取扱説明書をよく

お読みいただき、正しくお使いください。 

本取扱説明書は MSRpro-Client/Analyzer（以降の記述は Client にて行います。）の取扱説明書

です。 

システム環境や概要、機器との接続については、MSRpro 共通取扱説明書（NM-7405）をお読みく

ださい。 

 

別冊でクイックスタートマニュアルをご用意しています。データ収録までの一連の操作について簡潔

に説明しています。 

なお、MSRpro の説明書として、この説明書を含め、以下をご用意しています。あわせてお読みくだ

さい。お買いあげの CDに収納されています。 

 

名称 番号 内容 

MSRpro 
共通取扱説明書 

NM-7405 システム環境や機器との接続方法につ

いて説明しています。はじめにお読みく

ださい。 

MSRpro 
クイックスタートマニュアル 

NM-7405-H 良く使われる操作やデータ収録までの一

連の操作について簡潔に説明していま

す。 

MSRpro-Builder 

取扱説明書 

NM-7405-A MSRpro-Builderの機能と操作方法につ

いて説明しています。 

MSRpro-Server 

取扱説明書 

NM-7405-B MSRpro-Server の機能と操作方法につ

いて説明しています。 

MSRpro-Client/Analyzer 

取扱説明書 

NM-7405-C MSRpro-Client/Analyzer の機能と操作

方法について説明しています。 

MSRpro-Report 

取扱説明書 

NM-7405-E MSRpro-Report の機能と操作方法につ

いて説明しています。 

MSReco 

取扱説明書 

NM-7405-F MSRecoの機能と操作方法について説

明しています。 

MSReco-Client 

取扱説明書 

NM-7405-G MSReco-Client の機能と操作方法につ

いて説明しています。 

MSRpro用一括設定ツール

取扱説明書 

NM-7405-D Excelを使用する MSRpro 用一括設定

ツールの機能と操作方法について説明

しています。 

ソフトをインストール後、取扱説明書がご

覧頂けます。 

 

 
本書の内容は、ユーザー各位のご要望や品質性能の向上にともない、 

                   予告なく変更させていただく場合があります。 
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1.1. ご使用上の注意事項 

(1)MSRproは、Windows7 Professional、Windows10 Pro、Windows11の環境で動作するよう、

規約に従ったアプリケーションソフトとして設計されています。MSRproは最短 0.1秒周期で入力

信号処理と全画面の記録描画を繰り返し実行するため、パソコンに一定の負荷をかけます。したが

って、CPU能力とグラフィック能力の高いパソコンのご使用をお勧めします。 

(2)MSRproが動作している状態で、他のアプリケーションを使用しないでください。 

(3)MSRproの記録計としての信頼性は、使用するパソコンの OSを含む信頼性に依存します。運用

にあたって、この点にご配慮ください。長期間運用する場合は、定期的にメンテナンスを行ってくだ

さい。 

(4)MSRproは1台のパソコンで 1つのWindowでご使用ください。複数Windowでの使用や、LAN

での共有はできません。 

(5)電源設定の項目は、すべて「なし」に設定してご使用ください。また、システムスタンバイ等の設定

にしないでください。 

(6)スクリーンセーバは無地のものをご使用ください。アニメーションなどを採用するとデータの収録を

取りこぼすことがあります。 

(7)デスクトップに必要以上のショートカットや実行ソフトウェアを置かないでください。インターネット関

連コンテンツの実行アイコンは、できるだけ削除してご使用ください。描画の乱れが発生する場合

があります。 

(8)データ収録中にパソコンの時刻を変更しないでください。時刻を変更する場合は、一旦 MSRpro

を終了させてください。（ただし、インターネットの時刻同期や手動での時刻合わせなどによる数分

の時刻変更の場合は除きます。） 

(9)MSRpro を使用するネットワークは、他のネットワークと分離してご使用ください。他のネットワークと

混合した場合には、相互に動作が不安定になる等の影響を受ける場合があります。 

(10)本製品は他のアプリケーションプログラムと共存させた場合、動作を保証するものではありませ

ん。 

(11)次に示すような環境では、ご使用にならないでください。 

①本マニュアルに記載の無い条件や環境での使用 

②原子力関係施設、鉄道施設、航空施設、車両、燃料装置、医療機器、娯楽機械、安全機器など、

関係法令に基づいて安全性の確保が必要な場合での使用 

③人命や財産に大きな影響が予測され、特に安全性が要求される用途への使用 
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2. ご使用になる前に 

2.1. インストール／アンインストール 

2.1.1. インストール 

CDをドライブに挿入すると、自動的にインストールを案内する画面が表示されます。画面の指示に従

ってClientのインストールを実行して下さい。既にMSRpro-Clientがインストールされている場合は、

一旦MSRpro-Clientをアンインストール（削除）した後、再インストールして下さい（2.1.2項参照）。 

CDをドライブにセットしても自動的に立ち上がらない場合は、CD内の“MSRpro-V6.exe”を実行し、

画面の指示に従ってください。（CDの“MSR2K-C_j”フォルダ内の“Setup.exe”を実行してもインス

トールできます。） 

インストールが終了すると、プログラムメニューに“MSRpro-V6”メニューが作成されます。 

 

注 意  

インストールメニューから取扱説明書を表示する場合、Windows10、Windows11のMicrosoft 

Edgeでは表示できません。pdfファイルとMicrosoft Edgeが関連付け（Windows10、Windows11

の初期設定）されている PCの場合は、CD内の取扱説明書の pdfファイルをダブルクリックしてくださ

い。 

 Windows10、Windows11の場合でも、Acrobat Reader をインストールし、pdf ファイルと

Acrobat Reader を関連付けさせた場合、インストールメニューから取扱説明書を表示させることがで

きます。 

 

 

 

 

2.1.2. アンインストール 

１．「コントロールパネル」の「プログラムと機能」（Windows7）、または「アプリと機能」（Windows10、

Windows11）からアンインストールするソフトウェアの名前を選択し、ダブルクリックします。 

２．画面の指示に従って削除します。 

 

 

図 2-1 
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2.2. 表示までの流れ 

 

Builderで各種設定を行い、Serverを起動してデータ収集開始してからClientを起動してデータを

表示します。Serverで正常にデータを収集していることを確認してください。 

 

Clientから設定変更できない設定を変更する場合は、一度 Clientの接続を解除し、Server を終了

してから、Builderで設定変更してください。ただし、アラーム設定と表示に関する設定については

Server動作中でも設定変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Builderでの各種設定 

Serverの起動／通信 

Clientの起動 

Server との接続 

表示画面起動 

チャート表示 

MSRpro-Builder 取扱説明書 

（NM-7405-A)をご参照ください。 

MSRpro-Server 取扱説明書 

（NM-7405-B)をご参照ください。 

MSRpro-Client/Analyzer を起動

します。 

Server との接続を行います。 

データを表示する画面を起動しま

す。 

画面を起動すると自動的にデータ

が表示されます。 

ハードウェアの設定 
入力機器の各種設定を行います。 

MSRpro 共通取扱説明書（NM-7405)

をご参照ください。 

パソコンとの接続 入力機器とパソコンの構成・接続を

行います。MSRpro 共通取扱説明書

（NM-7405)をご参照ください。 

V1→V６への 

データ変換 

V1のデータを V6で扱えるデータにする場合、デ

ータコンバートを行います。MSRpro 共通取扱説

明書(NM-7405)をご参照ください。 
（※V2以降のデータについては変換の必要はありません。） 
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2.3. 起動方法と終了方法 

 

「プログラムメニュー」の「MSRpro-V6」から「MSRpro-Client/Analyzer」を選択すると、図 2-2の画

面が表示されます。終了する場合は、×ボタンを押して画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

図 2-2 起動画面 

 

 

注 意  

使用するパソコンの OSがWindows7、Windows10、Windows11の場合、管理者として実行 

してください。 

管理者として実行する方法は「15.4. 付録 4」を参照ください。 
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3. 各部の名称とはたらき 
［スタート］メニューの［MSRpro-V6］－［MSRpro-Client］を選択して、Clientを起動します。図 3-1

の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3-1 

 

 

画面表示域にトレンド画面、オーバービュー画面、グラフィック画面、アナライザ画面、アクティブトレ

ンド画面を表示して収録データの表示を行います。各画面の概要は、3.3項をご確認ください。 

各画面は最大 8画面まで表示ができ*1、画面のサイズ変更やマルチ表示を自由に行うことができま 

す。*2 

 

*1：アクティブトレンド画面、バッチ管理画面を除く 

*2：グラフィック画面を除く 

 

□注 Clientは 2つ同時に起動することはできません。 

×ボタン 

クリックすると画面

を閉じます。 

画面表示域 

トレンド画面などの

画面を表示します。 

 

ツールバー 

よく使うコマンドをボタ

ン表示しています。 

メニューバー 

コマンドを実行するメニ

ューが表示されます。 
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3.1. メニューバー 

メニューバーの名称とはたらきを説明します。 

 

 
 

■ファイル(F) 

 

 
 

サーバーIP読込み・・・・・・・・・・・・・・・サーバー名登録ファイルを読み込みます。 

サーバーIP書出し・・・・・・・・・・・・・・・サーバー名登録ファイルを指定場所に保存します。 

印刷・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・画面の bmp ファイルを作成またはプリンタ出力します。注） 

アプリケーションの終了(X)・・・・・・・・・ アプリケーションを終了します。 

 
注）Microsoftペイントツールが必要です。インストールされていない場合は、コントロールパネルの「アプリケー

ションの追加と削除」の「Windows コンポーネントの追加と削除」から、ペイントツールを追加してください。 

 

■設定(S) 

 

 
 

接続・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 接続設定画面を表示します。 

ペン情報更新・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ペン情報を更新します。 

サーバーIP・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サーバーIPアドレス登録画面を表示します。 

ログイン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パスワード設定時、操作有効状態にログインします。 

ログアウト・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パスワード設定時、操作有効状態からログアウトします。 

パスワード設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パスワード設定画面を表示します。 

 

■表示(V) 

 

 
 

トレンドグラフ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ トレンドグラフ画面を表示します。 

アクティブトレンド・・・・・・・・・・・・・・・・・ アクティブトレンドグラフ画面を表示します。 
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オーバービュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ オーバービュー画面を表示します。 

グラフィックパネル・・・・・・・・・・・・・・・・グラフィック画面を表示します。 

アナライザー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ アナライザー画面を表示します。 

アラーム履歴・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ アラーム履歴を表示します。 

バッチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・バッチ記録画面を表示します。 

ツールバー(T)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ツールバーの表示／非表示を設定します。 

ステータスバー(S)・・・・・・・・・・・・・・・・ ステータスバーの表示／非表示を設定します。 

 

■ツール(T) 

 

 
 

CSVツール・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ CSVデータ変換画面を表示します。 

 

■ウィンドウ(W) 

 

     
 

    重ねて表示(C) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・各ウィンドウを重ねて表示します。 

    並べて表示(T) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・各ウィンドウを並べて表示します。 

 

■ヘルプ(H) 

 

 
 

バージョン情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Clientのバージョンを表示します。 

 

 

3.2. ツールバー 

ツールバーの名称とはたらきを説明します。クリックすると、コマンドを実行します。 

 

 
 

 
 

 

 ①接続： 接続画面を表示します。 

②トレンド： トレンドグラフ画面を表示します。 

③アクティブトレンド： アクティブトレンドグラフ画面を表示します。 

④オーバービュー： オーバービュー画面を表示します。 

⑤グラフィックパネル： グラフィック画面を表示します。 

⑥アナライザー： アナライザー画面を表示します。 

⑦アラーム履歴： アラーム履歴を表示します。 

⑧バッチ機能： バッチ記録画面を表示します。 

⑨印刷： 画面の bmp ファイルを作成またはプリンタ出力します。 

⑩ヘルプ： バージョン表示 

⑪ログイン状態表示： ログイン／ログアウト状態を表示します。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑥ ⑩ ⑪ 
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3.3. 表示画面を選ぶ 

表示画面は、5種類のモードを用意しています。必要に応じて、表示画面を選択してください。 

 

波
形
を
見
る 

 

監
視
す
る 

 

解
析
す
る 

 

 
表
示
・
解
析
す
る 

過
去
デ
ー
タ
を 

 

画
像
で
見
る 

 

バ
ッ
チ
記
録 

 

■アナライザ表示： 

過去データの表示、各種解析を行います。 

・重ね書き、検索、CSVデータ変換 

・最大表示画面は 1画面(32点) 

（8章参照） 

■グラフィック表示： 
リアルタイムにデータのデジタル表

示、LED 表示を任意の背景画像上で

監視を行います。 

・最大部品点数は 1画面 128点 

・16シートを切り替えて表示 

（9章参照） 

■トレンド表示： 
収録データをリアルタイムにトレ

ンド表示します。 

・最大表示点数は 1画面 32点 

・64グループを切り替えて表示 

（5章参照） 

■オーバービュー表示 

リアルタイムにデータのデジタル表示、アラ

ーム表示を行う監視画面です。 

・最大表示点数は 1画面 32点／128点 

・64グループを切り替えて表示 

（6章参照） 

■アクティブトレンド表示 

リアルタイムに各種解析を行います。 

・最大表示画面は 1画面に 8点 
・マスク表示、重ね書き 

（7章参照） 

■バッチ記録表示： 
バッチ処理の記録、表示、収録(CSVファイ

ルにて保存)を行います。 

クライアントに含まれます。 

・１グループ１バッチ 

・最大表示画面は 1画面(32点) 

（10章参照） 
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3.3.1. 表示例 

トレンド画面、オーバービュー画面、アナライザー画面、グラフィック画面はそれぞれ 8画面まで表示

できます。アクティブトレンド画面は設定した 1画面のみ表示できます。 

各画面を自由に組み合わせて表示でき、画面サイズを自由に変更できます（グラフィック画面を除く）。

画面サイズを変更する場合は、画面右下にカーソルを合わせ、クリックして画面サイズを操作します。 

各画面の表示状態を保存しますので、再度画面を起動した場合、前回表示していた状態で表示しま

す。 

 

 

図 3-2（表示例１） 

  

 

図 3-3（表示例２） 

注 意  

合計画面表示数が多い場合、トレンドグラフ画面、アクティブトレンド画面、グラフィック画面 

に、表示更新周期の制限が自動的に有効になります。 
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4. 接続・接続切り替え 
クライアントを動作させるパソコンの LANに何も接続されていない場合（サーバーとクライアントを同一パソ

コン上で動作させ、入力機器とは COM通信を行う場合）は、「４．２接続（LANに何も接続されていない場

合）」で接続してください。サーバー用パソコン、入力機器との通信をLANで行う場合は、「４．１接続（通常）」

で接続してください。 

 

4.1. 接続（通常） 
サーバー用のパソコンとの接続を行い、データと設定内容を取得します。 

１． メニューバーの［設定］－［接続］または、ツールバーの［接続］をクリックします。 

２． 接続画面が表示されます。 

 

 

 

 

図 4-1 

３． 各設定を行います。 

 

サーバーIPアドレス サーバーが動作しているパソコンの IPアドレスを入力します。 

※本機能を使用する場合、下記のサーバー名称項目は利用できま

せん。 

サーバー名称 サーバー機を複数台切り替えて使用する場合に設定します。 

サーバーIPアドレス登録画面にてサーバー名を登録している場合、

登録名称が表示されます。あらかじめサーバーIPアドレス登録をし

ておき、▼をクリックし、接続するサーバー名称を選択します。 

※本機能を使用する場合、上記のサーバーIPアドレス項目は利用

できません。 

起動時自動接続 次回起動時に接続を自動で行います。 

リアルタイム表示有 トレンド表示、アクティブトレンド表示、オーバービュー表示を行う場

合はチェックをいれてください。アナライザー画面で過去データ表示

のみ行う場合は、チェックを入れないでください。 

 

注 意  

IPアドレスを自動的に取得する設定になっている場合や、IPアドレスが分からない等、 

パソコンの IPアドレスの確認方法については、付録 1をご参照ください。なお、IP 

アドレスの割付がされていない場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉じるボタン 

クリックすると画面

を閉じます。 

コメント枠 

現在の状況を表示

します。 

接続ボタン 

クリックすると接続

を始めます。 

各種設定 

各設定を行

います。 
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４． 各設定後、［接続］ボタンをクリックします。 

 

 
 

５． コメント枠に「設定情報を取得中です。」→「トレンドバッファを取得中です。」のコメントが表示さ

れた後、コメントが消えたら接続完了です。各データ表示画面を表示させ、データ表示してくださ

い。 

エラーが発生して接続が完了しない場合は、IPアドレスの確認を行ってください。 

 

注 意  

データの取得にはしばらく時間がかかる場合があります。 

接続できない場合は、Server用パソコンに保存されているデータファイルが共有設定になってい 

ること（Windowsエクスプローラ上に表示されること）を確認してください。また、ファイアーウォール 

やセキュリティソフトが「無効」になっていることを確認してください。 

 

 

4.2. 接続（LANに何も接続されていない場合） 
サーバーとクライアントを同一パソコン上で動作させ、入力機器とは COM通信を行う様な場合でパソ

コンの LANポートに何も接続されていない場合、下記の１または２の方法で接続を行って下さい。 

（下記１、２以外は「４．１接続（通常）」の要領で接続します。） 

１． サーバーIPアドレスを「 127． 0． 0． 1 」に設定。 

２． パソコンの LANポートに HUB等の機器を接続する。 

 

 

4.3. 接続切り替え 

サーバーとの接続後、現在接続しているサーバーとは別のサーバー機に接続切り替えを行う場合は、

接続後に表示される接続切り替えボタンをクリックし、接続切替画面にて、切替するサーバー名称を

選択してください。（サーバー名称は 4.3項を参照にあらかじめ設定しておいてください。） 

OKボタンを押すと、現在の接続を切断し、選択したサーバーへの接続を自動的に行います。 

 

 
 

 

 

4.4. サーバーIPアドレス登録 

設定する Server用パソコンの IPアドレスに、任意のサーバー名称を登録できます。登録した名称は、

接続画面や接続切替画面に表示されます。 

Server用パソコンの IPアドレスを入力し、対応するパソコン名称を全角 16文字以内で設定してくだ

さい。名称が空白の場合は接続画面の名称選択時に表示されませんので、ご注意ください。 
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図 4-2 

登録した内容は、メニューバーの「ファイル」－「サーバーIP書出し」機能により、保存することができ

ます。一度保存した内容は、メニューバーの「ファイル」－「サーバーIP読込み」機能により、設定内

容を読み込むことができます。 

 

5. トレンドグラフ 

5.1. 各部の名称 

5.1.1. 基本画面 

トレンドグラフ画面は、収録データを記録チャートに描画する画面です。32ペンを 1グループとしたグ

ループ単位のペンデータが表示されます。メニューバーの［表示］－［トレンドグラフ］または．ツール

バーのトレンド表示ボタンをクリックして表示します。トレンド画面を表示すると、自動的にチャートが表

示されます。Clientの合計画面表示数が 5画面以上の場合、トレンド表示の更新周期は自動的に 1

秒になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 5-1 

×ボタン 

クリックすると画

面を閉じます。 

メニューバー 

各種設定を選択し

ます。 

ペンパネル 

表示するペン指示表

示を行います。 

 

各種設定ボタン 

時間軸やグラフ方向な

どを設定します。 

チャート表示域 

データをトレンド表

示します。 

ツールバー 

各種設定を選択し

ます。 

目盛り表示 

目盛りを表示

します。 
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5.1.2. 各種設定ボタン 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

5.2. 機能の説明 

5.2.1. グラフ方向を変更する 

トレンドグラフの表示方向を設定します。縦表示（上→下、下→上）、横表示（左→右、右→左）から選

択します。収録中も設定を変更できます。 

設定を変更しても、グループ表示の切り替え時、トレンドグラフ画面起動時、またはクライアント起動時

は、ビルダーで設定した方向で表示します。 

 

 を選択                   を選択 

      
 縦表示（上→下） 縦表示（下→上） 

 

 を選択                   を選択 

      
     横表示（右→左）                  横表示（左→右） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ表示ボタン 

グループの表示切り替え

をします。 

ペン指示ボタン 

ペン指示表示の切り替え

をします。 

ポーズボタン 

収録中に一旦停止し

ます。 

グラフ方向ボタン 

グラフ方向の切り替えを

します。 

時間軸ボタン 

時間軸を変更します。 

戻る／進むボタン 

収録中に一旦停止後、チ

ャートを進めたり巻き戻し

たりします。 
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5.2.2. ペン指示を変更する 

ペンパネルに表示するペンの種類を設定します。デジタル値表示、ペン表示、バーグラフ表示、カラ

ーグラフ表示から選択します。収録中も設定を変更できます。 

ペンパネルの上をペンが動いて（デジタルの場合は固定）各入力値を指示します。休止、非表示の

ペンは表示しません。 

 

 を選択       を選択      を選択     を選択 

       
デジタル値         ペン指示        バーグラフ参照②    カラーグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

参 考  

①マーカー表示、デジタル表示にて表示した場合、各ペンのタグ名を同時に表示しますが、 

ペンの設定数が多く、解像度が小さい場合、タグ名を表示しません。タグ名を表示したい 

場合は、ペン表示領域の表示割合を変更し、表示することができます。設定方法は、

MSRpro-Builder取扱説明書（NM-7405-A）をご参照ください。 

 

      ②電力マルチメータ（形式：53U、54U）、電力マルチユニット（形式：R7EWTU、R7MWTU、 

R9EWTU、R9MWTU）、電力マルチ変換器（形式：M5XWTU）を接続し、力率データを 

取得する設定にしている場合のバーグラフ表示は、力率 1.0を画面中央にしてバーグラフ 

表示します。 

詳細は付録 3をご参照ください。 

54U2の力率は通常の表示となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タグ名とデータをデジ

タル表示します。(デ

ジタル入力の場合は

ON/OFF表示です。)

表示ドット数が足りな

い場合は数値のみ表

示します。 

タグ名とデータをペン

表示します。表示ドッ

ト数が足りない場合は

数値のみ表示します。 

データをバーグラフ

表示します。(デジタ

ル入力の場合は ON

時にペン領域全体を

表示します。 

データをカラーグラフ表示

します。値が大きいほど明

度が高くなります。(デジタ

ル入力時はバーグラフと

同じ) 



NM-7405-C 改 5  P.20 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

5.2.3. 時間軸を変更する 

トレンド表示する時間軸の時間幅を設定します。20SEC、1MIN、4MIN、20MIN、1HOUR、

3HOUR、6HOUR、12HOUR、24HOUR、AUTO（バッチ収録データ表示時限定）から選択します。

初期表示は、Builderで設定した時間軸表示を行います。収録中も設定変更が可能です。ただし、

収録周期によっては表示できない時間幅があります。下表をご参照ください。 

時間軸が長い場合は、データを間引いて表示します。 

AUTO機能については、10.6.3項をご参照ください。 

表 5-1 

 データ収録周期 

100 ﾐﾘ秒 500 ﾐﾘ秒 1秒 2秒 5秒 10秒 20秒 30秒 1分 10分 

 

 

描

画

時

間

軸 

20秒 ○ ○ ○ ○ × × × × × × 

1分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 

4分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 

20分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

1時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

3時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

6時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

12時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

24時間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

5.2.4. チャート表示を一旦停止する 

［PAUSE］ボタン をクリックすると、収録中のチャート送り動作を一時停止します。再度クリック

すると、チャート送り状態に戻ります。 

 

 

 

5.2.5. チャート表示の送り／戻し 

［PAUSE］ボタンをクリックし、  ボタンをクリックしてチャート表示を逆送り、または戻す

ことができます。反時計回り方向ボタンをクリックするとチャートが逆送りし、時計回り方向をクリックす

ると、チャートが戻ります。再度［PAUSE］ボタンをクリックすると、チャート送り状態に戻ります。 

 

注 意  

チャート逆送り機能には、逆送りできる制限があります。時間軸の倍時間までとなります 

ので、ご注意ください。（例：時間軸 1分の場合、2分逆送り可能です。） 
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5.2.6. 表示グループを変更する 

表示グループを変更する場合は、グループ表示ボタンのグループ番号をクリックします。 

 

 
 

 

注 意  

 50グループ以上を表示する場合は、画像解像度 SXGA仕様（1280×1024）をご使用 

ください。 

 

 

 

5.2.7. 目盛りを実量値表示にする 

ペンパネルの下部に表示している目盛り表示は、標準で 10%単位に 10分割されています。目盛り分

割は、表示しているペンを選択することで、選択したペンのスケール（実量表示）で目盛りを表示しま

す。標準の状態に戻す場合は、目盛りの表示部分をクリックします。ペン指示表示により、選択場所

が異なります。 

 

デジタル表示：   ペンの枠内をクリックします。 

ペン指示：      マーカーの動作範囲内の線上をクリックします。 

バーグラフ表示：  グラフ上をクリックします。 

カラーグラフ表示： グラフ上をクリックします。 

 

 

       
 

 

       
 

ペンが動作する線上のど

こかをクリックします。 
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5.2.8. ペン情報を表示する 

各ペンのペン設定情報を確認することができます。確認のみで、設定変更することはできません。 

 

操 作 

 

１．各ペンを右クリックし、ペン情報表示を選択します。 

 

 
 

２．ペン情報画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 図 5-2 

 

 

 

参 考  

ペン表示領域をマーカー表示、デジタル表示にて表示した場合、各ペンのタグ名を 

同時に表示します。 

ペンの設定数が多く、解像度が小さい場合、タグ名を表示しません。タグ名を表示したい 

場合は、ペン表示領域の表示割合を変更し、表示することができます。設定方法は、

MSRpro-Builder取扱説明書（NM-7405-A）をご参照ください。 

 

 

情報表示 

各ペンの情報を表示します。 

閉じるボタン 

画面を閉じます。 

次ペンボタン 

次ペンの情報表示画面

に移行します。 前ペンボタン 

前ペンの情報表示画面

に移行します。 
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5.2.9.  ペン情報を更新する 

各ペンのプロット範囲、太線設定、表示／非表示設定のみ設定変更することができます。 

 

操 作 

 

１．各ペンを右クリックし、ペン情報更新を選択します。 

 

 
 

２．ペン情報更新画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

図 5-3 

 

＜，＞ボタン 

前ペン、次ペン設定画

面に移行します。 

キャンセルボタン 

画面を閉じます。 

適用ボタン 

設定を適用します。 
OK ボタン 

設定を適用し、画面

を閉じます。 

各種設定 

各設定を行います。 
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5.2.10. 背景色を変更する 

画面の背景色、グラフ表示色などを変更することができます。設定は Builderで行います。詳細は

Builder取扱説明書（NM-7405-A）をご参照ください。 

 

 

 図 5-4 設定例 

 

参 考 

 

設定方法 

 

１．Client、Server を起動している場合は、全て閉じます。 

２．Builder を起動します。 

３．［トレンドグラフ設定］をクリックし、背景色の色設定をします。 

４．Server を起動します。 

５．Clientを起動します。 
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6. オーバービュー 
トレンド画面の記録チャートに描画されているデータを監視表示する場合は、オーバービュー画面を

使用します。32ペンを 1グループとしたグループ単位のペンデータ（瞬時値）、または 4グループ分

128ペンのデータと、アラーム情報が表示されます。メニューバーの［表示］－［オーバービュー］また

は、ツールバーのオーバービュー表示ボタンをクリックして表示します。 

オーバービュー画面を表示すると、自動的にデータ表示を行います。 

 

6.1. 各部の名称 

6.1.1. 基本画面 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 

 

 

6.1.2. 各種設定ボタン 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

×ボタン 

クリックすると画

面を閉じます。 

データ表示部 

データ瞬時値、ア

ラーム状況を表

示します。 

グループ切り替えボタン 

グループ表示を切りかえます。 

代表アラーム 

代表アラームを表

示します。 

グループ切り替えボタン 

グループ表示を切り替えます。 

代表アラーム 

代表アラームを表示しま

す。（ただし、Builder での

設定が必要です。） 

128 点表示切り替えボタン 

128 点表示に切りかえます。 

128 点表示切り替えボタン 

4 グループ分を 128 点表示に切り

かえます。 
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6.2. 機能の説明 

6.2.1. データ表示方法 

各ペンを 1つの枠で表示します。枠の色は，ペンの色と同じになります。ペンが休止または非表示の

場合は何も表示されません。 

 

■アナログアラーム 

アナログデータの場合、グラフ表示方法はバーグラフ、カラーグラフが設定できます。表示方向は、縦

表示、横表示が設定できます。アラーム状況は、バーグラフの色と、バーグラフの下の▼印と値で表

示します。バーグラフの色は、アラーム設定にて選択した色で表示します。設定は Builderで行いま

す。ERR値の表示は「-----」となります。 

アラーム値の桁数が多い場合は、表示が重なる場合があります。その場合は、1行表示数を減らすな

どして、表示枠の幅を広く表示してください。 

 

 

 

     
グラフ縦表示                 グラフ横表示 

 

参 考 

電力マルチメータ（形式：53U、54U）、電力マルチユニット（形式：R7EWTU、R7MWTU、

R9EWTU、R9MWTU）、電力マルチ変換器（形式：M5XWTU）を接続し、力率データを取得する

設定にしている場合のバーグラフ表示は、力率 1.0を画面中央にしてバーグラフ表示します。 

詳細は付録 3をご参照ください。 

54U2の力率は通常の表示となります。 

 

■デジタルアラーム 

デジタルデータの場合、LEDの数は1つ、または2つを設定できます。設定はBuilderで行います。 

 

    
     LED表示 2個                  LED表示 1個 

 

 

6.2.2. 表示グループを変更する 

表示グループを変更する場合は、グループ表示ボタンのグループ番号をクリックします。 

 

 
 

注 意 

50グループ以上を表示する場合は、画像解像度 SXGA仕様（1280×1024）を 

ご使用ください。 

 

ペンのタグ名称 

グラフ表示 アラーム設定箇所 

デジタル値表示 

工業単位 

ON/OFF 発生時刻 

表示 

ペンのタグ名称 

ペンの状態表示 
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6.2.3. 128 点表示に切り替える 

4グループ分の表示を合わせて 128点表示に切り替える場合は、表示するグループ番号の下にある

128点表示ボタンをクリックします。  

1グループ分を 1列に表示し、128点表示ボタンの上の 4グループ分を 128点表示します。 

１２８点表示時のデータ表示方法は、バーグラフとデジタル値表示のどちらかを表示できます。表示の

設定は Builderにて行います。 

 

 

 
 

 

 

 

 

図 6-2 

 

 

 

6.2.4. 代表アラームを表示する 

各グループのどれかのペンにアラームが発生している場合、グループ切り替えボタンの下に代表アラ

ームを表示します。表示していない画面のアラーム発生状態を確認することができます。 

設定は Builderで行います。 

 

128 点表示ボタン 
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6.2.5. ペン情報を表示する 

各ペンのデータ表示部を右クリックし、［ペン情報表示］を選択すると、ペン情報を表示することができ

ます。情報の表示のみで、設定の変更はできません。 

 

操 作 

 

１．各ペンを右クリックし、ペン情報表示を選択します。 

 

 
 

２．ペン情報画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 

図 6-3 

情報表示 

各ペンの情報を表示します。 

閉じるボタン 

画面を閉じます。 

次ペンボタン 

次ペンの情報表示画面

に移行します。 前ペンボタン 

前ペンの情報表示画面

に移行します。 
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6.2.6. ペン情報を更新する 

各ペンのデータ表示部を右クリックし、［ペン情報更新］を選択すると、ペン情報を更新する画面を表

示することができます。グレイ表示の設定項目は設定できません。 

 

操 作 

 

１．各ペンを右クリックし、ペン情報更新を選択します。 

 

 
 

２．ペン情報更新画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 図 6-4 

注 意 

「非表示／表示」を非表示に設定した場合、オーバービュー画面のデータ表示枠は非表示 

になりません。トレンド表示のみ対象となります。 

 
 

＜，＞ボタン 

前ペン、次ペン設定画

面に移行します。 

キャンセルボタン 

画面を閉じます。 

適用ボタン 

設定を適用します。 
OK ボタン 

設定を適用し、画面

を閉じます。 

各種設定 

各設定を行います。 
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6.2.7. 背景色を変更する 

画面の背景色、グラフ表示色を変更することができます。設定は Builderで行います。詳細は

Builder取扱説明書（NM-7405-A）をご参照ください。 

 

 
 

 図 6-5 設定例 

 

 

 

 

参 考 

 

設定方法 

 

１．Client、Server を起動している場合は、全て閉じます。 

２．Builder を起動します。 

３．［トレンドグラフ設定］をクリックし、背景色の色設定をします。 

４．Server を起動します。 

５．Clientを起動します。 



NM-7405-C 改 5  P.31 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

 

7. アクティブトレンド 
リアルタイムにデータの比較やマスク表示などを行います。メニューバーの［表示］－［アクティブトレン

ド］または．ツールバーのアクティブトレンド表示ボタンをクリックして表示します。 

アクティブトレンド画面を表示すると、自動的にデータ表示を行います。 

表示できるチャネル数は、1画面に最大 8ペンです。Builderで設定している表示グループのペン 1

から順にペン 8 までを表示します。 Clientの合計画面表示数が 5画面以上の場合、アクティブトレ

ンド画面の表示更新周期は自動的に 1秒になります。 

 

7.1. 各部の名称 

7.1.1. 基本画面 

 

 

 

 

 

 図 7-1 

7.1.2. 各種設定ボタン 

 
 

 

 

メニューバー 

各種設定を選択します。 

各種設定ボタン 

時間軸やグラフ方向な

どを設定します。 ×ボタン 

クリックすると画

面を閉じます。 

データ表示部 

データを表示しま

す。 

ペン指示ボタン 

ペン指示表示の切り替え

をします。 

ポーズボタン 

収録中に一旦停止し

ます。 

グラフ方向ボタン 

グラフ方向の切り替えを

します。 

時間軸ボタン 

時間軸を変更します。 

戻る／進むボタン 

収録中に一旦停止後、チ

ャートを進めたり巻き戻し

たりします。 上限マスク表示ボタン 

上部マスク表示を行います。 

下限マスク表示ボタン 

下部マスク表示を行います。 

重ね書きボタン１ 

比較データ１の表示を

行います。 

重ね書きボタン２ 

比較データ２の表示を

行います。 

ペン指示表示域 

表示するペン指示表

示を行います。 

 
目盛り表示 

目盛りを表示

します。 
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7.2. 機能の説明 

7.2.1. グラフ表示を変更する 

トレンドグラフの表示方向を設定します。縦表示（上→下、下→上）、横表示（左→右、右→左）から選

択します。収録中も設定を変更できます。 
 

 を選択                   を選択 

      
 縦表示（上→下） 縦表示（下→上） 

 

 を選択                   を選択 

      
     横表示（右→左）                  横表示（左→右） 

 

7.2.2. ペン指示を変更する 

ペンパネルに表示するペンの種類を設定します。デジタル値表示、ペン表示、バーグラフ表示、カラ

ーグラフ表示から選択します。収録中も設定を変更できます。 

ペンパネルの上をペンが動いて（デジタルの場合は固定）各入力値を指示します。休止、非表示の

ペンは表示しません。 

 

 を選択      を選択      を選択    を選択 

        
デジタル値         ペン指示       バーグラフ*1      カラーグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

*1：電力マルチメータ（形式：53U、54U）、電力マルチユニット（形式：R7EWTU、R7MWTU、

R9EWTU、R9MWTU）、電力マルチ変換器（形式：M5XWTU）を接続し、力率データを取得する設定にし

ている場合のバーグラフ表示は、力率 1.0を画面中央にしてバーグラフ表示します。詳細は付録 3をご参照くだ

データをバーグラフ

表示します。(デジタ

ル入力の場合は ON

時にペン領域全体を

表示します。 

データをカラーグラフ

表示します。値が大

きいほど彩度が高く

なります。 (デジタル

入力時はバーグラフ

と同じ) 

タグ名とデータをデジ

タル表示します。(デ

ジタル入力の場合は

ON/OFF表示です。)

表示ドット数が足りな

い場合は数値のみ表

示します。 

タグ名とデータをペン

表示します。表示ドッ

ト数が足りない場合は

数値のみ表示します。 
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さい。 

54U2の力率は通常の表示となります。 

 

7.2.3. 時間軸を変更する 

 

時間軸ボタン をクリックして、トレンド表示する時間軸の時間幅を設定します。20SEC、1MIN、

4MIN、20MIN、1HOUR、3HOUR、6HOUR、12HOUR、24HOURから選択します。収録中も設

定変更可能です。ただし、収録周期によっては表示できない時間幅があります。表 6-1 をご参照くだ

さい。 

時間軸が長い場合は、データを間引いて表示します。 

 

 

7.2.4. チャート表示を一旦停止する 

［PAUSE］ボタン  をクリックすると、収録中のチャート送り動作を一時停止します。再度クリッ

クすると、チャート送り状態に戻ります。 

 

 

7.2.5. チャート表示の送り／戻し 

［PAUSE］ボタンをクリックし、  ボタンをクリックしてチャート表示を逆送り、または戻す

ことができます。反時計回り方向をクリックするとチャートが逆送りし、時計回り方向をクリックすると、チ

ャートが戻ります。再度［PAUSE］ボタンをクリックすると、チャート送り状態に戻ります。 

 

 

7.2.6. データをリアルタイムに比較する 

■重ね書きボタン 1（比較データ１）  

リアルタイムデータと、過去に収録したデータとを比較します。過去データの表示開始時間は、リアル

タイムデータのスタート時間と同じです。Builderの比較データ 1で設定したデータを設定した表示

濃度（明度）で表示します。 

 

 

 図 7-2 

 

■重ね書きボタン 2（比較データ２）  

リアルタイムデータと、過去に収録したデータとを比較します。過去データの表示開始時間は、リアル

タイムデータのスタート時間と同じです。Builderの比較データ 2で設定したデータを設定した表示

濃度（明度）で表示します。 

比較するデータを 1つだけ表示する場合は重ね書きボタン 1 を、比較するデータを 2つ表示する場

合は、重ね書きボタン 1、2の両方を有効にします。 

 

比較データ 

過去のデータをリア

ルタイム表示します。 

リアルタイムデータ 

過去のデータの上にリア

ルタイムデータを表示しま

す。 
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7.2.7. マスク表示する 

Builderで設定したマスクの表示／非表示を選択します。設定範囲にマスク表示をすることにより、動

作範囲の確認を容易に行うことができます。また、アラーム値に設定することで、アラーム状態を分か

りやすく表示することができます。 

 

 を選択すると、下限マスクを表示します。 

 

 を選択すると、上限マスクを表示します。 

 
 

 

 図 7-3 設定例 

 

 

図 7-4 アラーム上下限設定の例
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7.2.8. 表示グループを変更する 

表示グループを変更する場合は、Builderで設定します。表示できるグループ数は 1グループのみ

です。 

 

 

7.2.9. 目盛りを実量値表示にする 

ペンパネルの下部に表示している目盛り表示は、標準で 10%単位に 10分割されています。目盛り分

割は、表示しているペンを選択することで、選択したペンのスケール（実量表示）で目盛りを表示しま

す。標準の状態に戻す場合は、目盛りの表示部分をクリックします。ペン指示表示により、選択場所

が異なります。 

 

デジタル表示：ペンの枠内をクリックします。 

ペン指示：マーカーの動作範囲内の線上をクリックします。 

バーグラフ：グラフ上をクリックします。 

カラーグラフ：グラフ上をクリックします。 

 

    
 

 

    
 

ペンが動作する線上のど

こかをクリックします。 



NM-7405-C 改 5  P.36 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

 

7.2.10. ペン情報を表示する 

各ペンのデータ表示部を右クリックし、［ペン情報表示］を選択すると、ペン情報を表示することができ

ます。情報の表示のみで、設定の変更はできません。 

 

操 作 

 

１．各ペンを右クリックし、ペン情報を選択します。 

 

 
 

２．ペン情報画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 
 

            図 7-5 

情報表示 

各ペンの情報を表示します。 

閉じるボタン 

画面を閉じます。 

次ペンボタン 

次ペンの情報表示画面

に移行します。 前ペンボタン 

前ペンの情報表示画面

に移行します。 
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7.2.11.  ペン情報を更新する 

各ペンのデータ表示部を右クリックし、［ペン情報変更表示］を選択すると、ペン情報を表示すること

ができます。各ペンのプロット範囲、太線設定、表示／非表示設定のみ、設定変更することができま

す。 

 

操 作 

 

１．各ペンを右クリックし、ペン情報更新を選択します。 

 

 
 

２．ペン情報更新画面が表示されます。 

 

 
 

 

 

 

 
 

図 7-6 

＜，＞ボタン 

前ペン、次ペン設定画

面に移行します。 

キャンセルボタン 

画面を閉じます。 

適用ボタン 

設定を適用します。 
OK ボタン 

設定を適用し、画面

を閉じます。 

各種設定 

各設定を行います。 



NM-7405-C 改 5  P.38 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

7.2.12. 背景色を変更する 

画面の背景色、グラフ表示色を変更することができます。設定はBuilderで行います。設定方法の詳

細は Builder取扱説明書（NM-7405-A）をご参照ください。 

 

 

図 7-7 設定例 

 

 

 

 

参 考 

 

設定方法 

 

１．Client、Server を起動している場合は、全て閉じます。 

２．Builder を起動します。 

３．［トレンドグラフ設定］をクリックし、背景色の色設定をします。 

４．Server を起動します。 

５．Clientを起動します。 
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8. アナライザ 
過去データ表示、データの検索や解析を行います。32ペンを 1グループとしたグループ単位の過去

データが表示されます。メニューバーの［表示］－［アナライザー］または．ツールバーのアナライザー

表示ボタンをクリックして表示します。 

 

8.1. 各部の名称 

8.1.1. 基本画面 

 

 

 

 

 

 

図 8-1 

8.1.2. 各種設定ボタン 

 

 

 

 

 

 

メニューバー 

各種設定を選択します。 

各種設定ボタン 

時間軸やグラフ方向な

どを設定します。 

×ボタン 

クリックすると画

面を閉じます。 

データ表示部 

データを表示しま

す。 

実量表示ボタン 

実量表示モードにな

ります。 

CSV 変換ボタン 

CSV データ変換を行

います。 

グラフ方向ボタン 

グラフ方向の切り替え

をします。 

時間軸ボタン 

時間軸を変更します。 

Write in ボタン 

チャートにコメントを書き

込みます。 

目盛り表示ボタン 

各ペンの実量表示目盛りを

表示します。 

重ね表示ボタン 

重ね書きの元データ

表示を行います。 

Read out ボタン 

チャートの数値を読み出

します。 

目盛り表示 

目盛りを表示

します。 

過去データボタン 

過去データを表示しま

す。 

チャート送りボタン 

チャートの逆送り／戻す

表示をします。 

検索表示ボタン 

検索時、次の検索場所

に移行します。 
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8.2. 機能の説明 

8.2.1. 通常過去データを表示する 

過去に収録した通常収録データを読み込みます。データ収録中も読み込みできます。 

ただし、MSRpro-V1で収録したデータはMSRpro-V6で扱える形式に変換する必要があります。コ

ンバートツールを使用して、データファイルを変換してください。変換方法の詳細については共通取

扱説明書(NM-7405)をご参照ください。 

バッチ収録データを表示する場合は、次項をご参照ください。(通常データとバッチデータの混在表

示はできません。) 

 

操 作 

１． 過去データ表示ボタン  をクリックすると、過去データ読み込みパラメタが表示されます。 

 

 図 8-2 

２． ［種別］が通常になっていることを確認します。 

３． ［グループ］の▼をクリックし、表示するデータのグループを設定します。一度表示したデータを 

消したい場合は、「無し」を選択してください。 

４． ［検索モード］の▼をクリックし、検索モードを設定します。［最新情報］または［単純日時指定］で

日時を設定して表示します。他の検索モードについては、8.2.3項をご参照ください。 

５． ［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

8.2.2. バッチ過去データを表示する 

過去に収録したバッチ収録データを読み込みます。データ収録中も読み込みできます。通常収録デ

ータを表示する場合は、前項をご参照ください。(通常データとバッチデータの混在表示はできませ

ん。) 

 

操 作 

１． 過去データ表示ボタン  をクリックすると、過去データ読み込みパラメタが表示されます。 

 

 図 8-3 
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２． ［種別］がバッチになっていることを確認します。 

３． ［バッチファイル名］で表示するバッチファイルとパスを設定します。直接入力か、参照ボタンで設 

定してください。一度表示したデータを消したい場合は、クリアボタンでファイル名を消してくださ 

い。 

４． ［検索モード］の▼をクリックし、検索モードを設定します。検索モードについては、8.2.3項をご

参照ください。 

５． ［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

8.2.3. 表示するデータを検索する 

収録したデータから、表示したいデータを検索することができます。検索モードの種類は下表の通り

です。通常データとバッチ収録データとでは、検索可能なモードが一部異なります。下表をご参照く

ださい。 

 

■通常データの検索モード 

モード 内容 

最新情報 最新の収録ファイルを表示します。 

単純日時指定 指定日時のデータを画面の中心にして表示しま

す。 

アナログ検索：指定値以上 指定値以上になった最初のデータを検索し、画

面の中心に表示します。(下図a点とb点が該当) 

 

 

 

 

 

 

 

アナログ検索：指定値以下 指定値以下になった最初のデータを検索し、画

面の中心に表示します。(下図a点とb点が該当) 

 

 

 

 

 

 

 

アナログ検索：指定値 指定値範囲内になった最初のデータを検索し、

画面の中心に表示します。 

アナログ検索：最大値 最大値を検索し、画面の中心に表示します。 

アナログ検索：最小値 最小値を検索し、画面の中心に表示します。 

デジタル検索：ON検索 エッジの立ちあがりを検索し、画面の中心に表示

します。 

デジタル検索：OFF検索 エッジの立ち下がりを検索し、画面の中心に表

示します。 

パターン検索：アナログ アラームが指定時間以上継続して発生している

データの開始部分を画面の中心に表示します。

アラーム設定していない場合は対象外です。 

パターン検索：デジタル ON 指定時間以上ONが続いているデータの開始部

分を中心に表示します。下図 a点を画面の中心

に表示します。 

 

 

 

 

 

指定値 

a 

b 

以下← →以上 

指定値 

a 

b 

以下← →以上 

指定時間以上 

a 
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パターン検索：デジタル OFF 指定時間以上 OFFが続いているデータの開始

部分を中心に表示します。下図 a点を画面の中

心に表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バッチデータの検索モード 

モード 内容 

バッチ開始時 バッチ開始時刻を画面の中心に表示します。 

単純日時指定 指定日時のデータを画面の中心にして表示しま

す。 

アナログ検索：指定値以上 指定値以上になった最初のデータを検索し、画

面の中心に表示します。(下図a点とb点が該当) 

 

 

 

 

 

 

 

アナログ検索：指定値以下 指定値以下になった最初のデータを検索し、画

面の中心に表示します。(下図a点とb点が該当) 

 

 

 

 

 

 

 

アナログ検索：指定値 指定値範囲内になった最初のデータを検索し、

画面の中心に表示します。 

アナログ検索：最大値 最大値を検索し、画面の中心に表示します。 

アナログ検索：最小値 最小値を検索し、画面の中心に表示します。 

デジタル検索：ON検索 エッジの立ちあがりを検索し、画面の中心に表示

します。 

デジタル検索：OFF検索 エッジの立ち下がりを検索し、画面の中心に表

示します。 

 

 

参 考 
MSRproでの波形は、データとデータとを線で結んで描画しています。そのため、収録周期が長い

場合など、指定値（c点）にデータがない場合、c点で検索ヒットできません。図の場合、b点で検索 

ヒットし、画面中央に表示します。 

 

指定時間以上 

a 

指定値 

a 

b 

以下← →以上 

指定値 

a 

b 

以下← →以上 

a 点と b 点にしかデータがない場合、

指定値以上検索すると、b 点を画面

の中心に表示します。 
指定値 

a 

b 
c 

以上 以下 
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操 作 

 

１． 過去データ表示ボタン  をクリックすると、過去データ読み込みパラメタが表示されます。 

２． ▼をクリックし、検索モードを設定します。 

 

 
 

３． 検索パラメタを設定します。 

４． ［OK］ボタンをクリックします。 

 

注 意 

Ver1.00□を使用後、同日に Ver.2.00以降にバージョンアップした場合は収録データのコン 

バートを行ってください。コンバートしていない場合、アナライザで過去データの表示ができ 

ません。コンバート方法は、共通取扱説明書（NM-7405）をご参照ください。 

 

 

 

8.2.4. グラフ方向を変更する 

グラフの表示方向を設定します。変更する場合は、グラフ方向ボタンを選択してクリックします。縦表

示（上→下、下→上）、横表示（左→右、右→左）から選択します。収録中も設定変更可能です。 

 

 を選択                   を選択 

      
 縦表示（上→下） 縦表示（下→上） 

 

 を選択                   を選択 

      
     横表示（右→左）                  横表示（左→右） 
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8.2.5. 時間軸を変更する 

トレンド表示する時間軸の時間幅を設定します。20SEC、1MIN、4MIN、20MIN、1HOUR、

3HOUR、6HOUR、12HOUR、24HOURから選択します。収録中も設定変更可能です。 

設定する時間の時間軸ボタン  をクリックします。時間軸が長い場合は、データを間引いて表

示します。ただし、収録周期によっては表示できない時間幅があります。表 5-1 をご参照ください。 

 

 

8.2.6. 目盛り表示を変更する 

目盛り表示は、標準で 10%単位に 10分割されています。目盛り分割は、表示しているペン色ボタン

を選択することで、選択したペンのスケール（実量表示）で目盛りを表示します。標準の状態に戻す場

合は、目盛りの表示部分をクリックします。 

目盛り表示したいペンの色の■ボタンをクリックすると、選択したペンの実量目盛りが表示されます。 

 

 
 

 

8.2.7. コメントを記入する 

チャート上の任意の場所にコメントを記入します。全角 16文字まで入力できます。時間軸を［3HR］

以上に設定している場合は使用できません。 

 

操 作 

１．Write inボタン をクリックし、コメントを記入したい場所にカーソルを合わせてクリックすると、

コメント書き込み画面が表示されます。 

 

 
 

２．コメント記入欄にコメントを記入し、OKボタンをクリックします。 

３．消去する場合は、コメントにカーソルを合わせ、右クリックします。 

 

注 意 

MSRproのコメント記入機能は、データの収録周期と同じ時間軸上にコメント情報を書き込む設計に

なっています。そのため、収録周期が比較的長く、表示時間軸が短い（20secなど）場合、コメント記

入できる場所が限られます。この場合は、収録周期に応じた表示時間軸を選択してください。 

 

 

 

8.2.8. チャートの値を読みとる 

アナログデータのチャート上のデータの読みとり値を記載します。デジタルデータは読みとれません。

時間軸を［3HR］以上に設定している場合は使用できません。また、チャート表示は、データとデータ

の点を線で結んで表示しています。データがない部分ではデータを読みとれません。 

 

操 作 

１．Read outボタン をクリックし、値を読み出したいチャート上にカーソルを合わせてクリック 

します。 

２．値が表示されます。同じ場所に複数のペンデータがある場合は、図 8-3のペン選択画面が表示さ

れますので、表示するペンを選択してください。 

３．消去する場合は、値にカーソルを合わせ、右クリックします。 
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 図 8-4 

 

8.2.9. 実量表示機能を使う 

 ボタンをクリックすると、実量表示モードになります。時間軸を［3HR］以上に設定している場

合は使用できません。 

カーソルが示す時間の実量値と工業単位を表示します。マウスを移動すると、表示値は更新されます。

データは画面上部にデジタル値で表示されます。再度クリックすると波形表示に戻ります。 

 

 

 図 8-5 

 

注 意 

チャート表示は、データとデータの点を線で結んで表示しています。データがない部分では 

「―――」を表示します。 

 

実量値表示域 

実量表示モード時に

表示します。 

実量値カーソル 

実量表示モード時に

カーソル表示します。 

カーソルをあわせ

てクリックする。 
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8.2.10. データを重ね表示する 

収録したデータを 3データまで重ねて表示することができます。通常データ、バッチデータのどちらの

データも重ね書き可能です。操作方法も同じです。 

 

・・・・ 一番下に表示するデータを指定します。時間軸は表示されません。チャート

の表示明度は 1/4になります。 

・・・・ 2番目に表示するデータを表示します。時間軸は表示されません。チャート

の表示明度は 1/2になります。 

・・・・ 一番上に表示するデータを指定します。時間軸が表示されます。 

 

 

操 作 

 

１．重ね表示ボタン  をクリックします。 

 

 
 

２． ▼をクリックし、グループと検索モードを設定します。 

３． 検索パラメタを設定します。 

４． ［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ボタンで表示                ②  ボタンで表示 

 

データを表示しない場合は、［グループ］の設定を［表示なし］にしてください。 
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8.2.11. チャート表示の送り／戻し 

表示したチャートを逆送り、または逆送りしたチャートを巻き戻しします。 

 

 重ね表示している一番上のデータのみ送り／戻します。 

          反時計回り方向ボタンをクリックするとチャートが逆送りし、時計回り方向ボタンをクリ 

ックすると、チャートが戻ります。 

 

 重ね表示している全てのデータを送り／戻します。 

 

 

 検索表示している場合、次の検索該当場所に移動します。 

          反時計回り方向ボタンをクリックすると前の検索場所に、時計回り方向ボタンをクリ 

ックすると、次の検索場所を表示します。 

 

 

 

8.2.12. クリック拡大する 

拡大したいチャート上をクリックすると、拡大画面が表示されます。データが重なった場所や細かい波

形を拡大して確認できます。拡大範囲は 0-100％間のみです。 

画面を閉じる場合は、閉じるボタンをクリックします。 

 

 

 図 8-6 

 

注 意 

① Write in/Read outによるコメント、読み出し値は拡大表示されません。 

② 時間軸の時間幅が小さい場合、拡大されたチャートの波形が一部表示されない場合があります。

その場合、時間軸の時間幅を調整してください。 
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8.2.13. データを CSV ファイルに変換する 

収録データを CSV ファイルに実量値変換します。［ツール］－［CSV変換］または、CSV変換ボタン

をクリックして CSV変換画面を表示します。 

 

 

  

 

  図 8-7 

 

操 作 

 

１． ［グループ選択］で、変換を行うグループを選択します。 

２． ［変換対象日時］で、変換するデータの対象期間を入力します。 

３． ［出力ファイル指定］に変換後のファイルの出力先を直接入力するか、［参照］で設定します。 

グループ毎に収録周期が異なる場合は、グループ毎にファイルを分割作成してください。その場

合は、［グループ単位にファイル分割］にチェックを入れてください（注意②参照）。 

４． 間引き設定を行う場合は、［出力条件指定］の［出力周期］を設定します。 

５． データのない時間軸もファイルに保存する場合は、［データの無い時間も出力する］にチェックを 

入れてください。 

6． ［OK］ボタンをクリックします。 

 

 

 

注 意 

①CSVファイル形式に変換したデータは、MSRproで読み込めません。また、表示されている 

コメントや読み出し値は CSV ファイルには含まれません。 

    ②グループ毎に収録周期が異なる場合は、グループ毎にファイルを分割作成してください。周期が 

異なる場合でファイルを一括変換すると、一番短い収録周期の時間軸を基準にファイルが作成さ 

れます。 

    ③CSV ファイル変換を行う際、変換に時間がかかる場合があります。容量の大きいファイルを変換す

る場合は、収録に使用していないパソコンで変換することをお勧めします。 

    ④CSV ファイルの取扱いについては、付録 2をご参照ください。 

    ⑤バッチファイルは CSV ファイル変換対象外です。 

 

 

閉じるボタン 

画面を閉じます。 
変換開始ボタン 

CSV ファイルへの

変換を行います。 

対象日時設定 

変換するデータの

期間を設定します。 

出力先設定 

ファイルの出力先を

設定します。 

変換グループ設定 

変換するグループを

設定します。 

変換状況表示 

変換状況を表示

します。 
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8.2.14. 背景色を変更する 

画面の背景色、グラフ表示色などを変更することができます。設定は Builder行います。設定方法の

詳細は、Builder取扱説明書（NM-7405-A）をご参照ください。 

 

 

図 8-8 設定例 

参 考 

設定方法 

 

１．Client、Server を起動している場合は、全て閉じます。 

２．Builder を起動します。 

３．［アナライザ設定］をクリックし、背景色の色設定をします。 

４．Server を起動します。 

５．Clientを起動します。 
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9. グラフィックパネル 
任意に作成した jpeg形式ファイルや bmp形式ファイルを画像として貼り付け、画像上にデジタル表

示や LED表示部品を配置し、画像での監視を行います。1シート（1画面）に 128個の部品を表示

でき、16シートを切り替えて表示します。配置や表示ペンの設定はビルダーで行います。画面は、メ

ニューバーの［表示］－［グラフィックパネル］または、ツールバーのグラフィック表示ボタンをクリックし

て表示します。 

 

 

9.1. 各部の名称 

9.1.1. 基本画面 

図 9-1は画面の一例です。実際には、Builderで設定した背景図が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

図 9-1 

 

9.1.2. 各種設定ボタン 

  

 

 

 

 

表示設定ボタン 

シートの切り替え、グラフィッ

ク再表示を行います。 
×ボタン 

クリックすると画

面を閉じます。 

データ表示部 

背景図、部品デ

ータを表示しま

す。 

再表示ボタン 

グラフィック画面の再表示を

行います。 

シート切り替えボタン 

シート表示を切り替えます。 

LED 表示 

オーバービューで

設 定 し た 色 で

LED 表示を行い

ます。 

タイトル表示 

ビルダーで設定

した文字を表示し

ます。 

デジタル表示 

ビルダーで設定

したペンのデータ

をデジタル表示し

ます。 

バーグラフ表示 

ビルダーで設定し

たペンのデータを

バーグラフ表示し

ます。 
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9.2. 機能の説明 

9.2.1. 表示シートを変更する 

表示シートを変更する場合は、シート切り替えボタンのシート番号をクリックします。 

 

 
 

 

 

 

9.2.2. グラフィック画面を再表示する 

グラフィック画面は自由にサイズが変更できるマルチ画面に対応していませんので、サイズを変更し

た場合、再表示ボタンで元の画面サイズに戻すことができます。 

 

 

 
 

 

 
 

9.2.3. 部品をクリックして画面表示する 

部品をクリックした場合に任意の画面を表示します。設定はビルダーで行います。例えば、図 9-2の

緑色の部品をクリックすると、ビルダーで「飛び先」をトレンドグラフに設定していた場合、トレンドグラフ

が表示されます。 

 

 

図 9-2 
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10. バッチ機能 
製品を製造する一つの工程を実行する過程で測定されたデータの収集を行う場合や、あらかじめ決

められた一連の工程を繰り返し実行するデータを収録するなどの場合、バッチ処理機能を使用できま

す。 

バッチ処理機能を使用すると、Serverから収集したデータをもとに、指定した条件でCSVファイル形

式にてバッチ記録ファイルを作成します。また、バッチ記録実行中のデータをリアルタイムに表示しま

す。収録後のデータは、通常のデータ同様、アナライザ画面で表示可能です。 

Clientの接続処理にて Server との接続を行った後、［表示］メニューの［バッチ］または、ツールバー

の［バッチ］をクリックしてバッチ処理機能画面を表示します。 

Builderにて設定している 1グループが 1 ラインに相当します。1 ラインに 1つのバッチ処理を設定

できます。 

 

図 10-1 表示例 

 

10.1. 各部の名称 

10.1.1. 管理画面 

バッチ処理を収録中は、図 10-2の管理画面にて収録状況を確認できます。まず、バッチ収録の設定

を行います。設定方法は、次項をご参照ください。 

 

 

図 10-2 

 

 

設定 

バッチ用設定画面を

表示します。 

収録状況表示 

バッチファイル収録状況や 

開始／終了条件等を表示します。 
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10.2. バッチ収録を設定する 

 

Server との接続を行った後、バッチ処理設定を行います。バッチ処理画面の「設定」項目欄から、設

定する番号の SETボタンをクリックすると、図 10-3の設定画面が表示されます。各設定を行ってくだ

さい。ただし、必ず Server との接続後にバッチ処理設定を行ってください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

図 10-3 

×ボタン 

クリックすると画

面を閉じます。 

終了条件 

終了条件を設定

します。 

開始条件 

開始条件を設定

します。 

基本設定 

バッチ処理に関

する基本設定を

行います。 

キャンセルボタン 

変更を反映せずに画面

を閉じます。 

適用ボタン 

変更内容を反

映します。 

OK ボタン 

変更内容を反

映して画面を

閉じます。 

SETボタンをクリック。 

表示条件 

表示条件を設定

します。 

比較設定 

比較表示に関する

設定を行います。 
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10.2.1. 基本設定を設定する 

 

 
 

 

①有効／無効 

バッチ処理を「有効」または「無効」に設定します。 

Builderにて設定したグループ数分の設定が可能です。バッチ処理を行う場合有効に、行わない

場合は無効に設定してください。 

 

②データフォルダ 

バッチ記録ファイルを保存する保存先フォルダを設定します。直接パスを入力するか「参照」ボタン

から選択します。 

 

参 考 

「¥」のみの場合、前回保存したフォルダのルートフォルダに、空白の場合は前回保存した 

フォルダにファイル保存します。 

 

 

③バッチ名 

バッチ名を設定します。バッチ記録ファイルのファイル名に反映されます。全角 8文字以内で入力

してください。 

 

注 意 

ただし、「カンマ」、「スペース」、「／」等の CSV形式で区切り記号となる記号は使用しな 

いでください。バッチ記録ファイルが作成されなくなります。 

 

 

④代表ファイル名 

代表ファイル名を設定します。バッチ記録ファイルのファイル名に反映されます。全角 8文字以内

で入力してください。 

 

注 意 

ただし、「カンマ」、「スペース」、「／」等の CSV形式で区切り記号となる記号は使用しな 

いでください。バッチ記録ファイルが作成されなくなります。 

 

 

⑤収録周期 

バッチファイルを収録する周期を設定します。1秒～10分周期から選択できます。 

Serverにて設定している収録周期より長い周期を設定してください。 

 

 

⑥バッチ名入力 

      開始条件を手動に設定している場合の、バッチファイルのファイル名の設定方法を選択します。 

      手動：バッチ収録開始時にバッチ名を入力設定し、バッチ収録を開始します。 

      自動：バッチ収録開始時刻を自動的にファイル名に設定し、収録を開始します。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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10.2.2. 開始条件を設定する 

バッチ処理を開始する条件を設定します。手動、入力、時間の中から条件を選択し、チェックを入れ

てください。複数選択も可能です。複数選択の場合、いずれかの条件が成立した時点から収録を開

始します。 

 

①手動 

収録スタートボタンを任意に押した時点から処理を開始します。 

 

 

②入力 

指定したデジタル入力ペンの立ち上がり、立ち下がり、または変化 

（積算値の場合）を検知した時点から処理を開始します。 

 

入力ペンと条件を指定し、条件に対して不感帯を設定する場合は 

不感帯時間を入力してください（単位：秒）。 

 

 

 

③時間 

指定時刻に処理を開始します。指定時刻に 1回のみ処理を 

開始する場合は「種別」を 1回のみに設定します。指定時刻に 

毎日処理を開始する場合は「種別」を毎日に設定します。 

日付は▼をクリックし、カレンダーまたは↑、↓キーにて設定します。     

時間はキー入力、または↑、↓キーにて設定してください。 

 

注 意 

開始条件を「手動」（または「入力」）と「時間」の両方に設定している場合で、 

終了条件が「時間」の場合、開始条件が先に成立した時刻から終了時間分 

のデータを収録します。 

例）開始条件を「手動」と「時間」に設定し、終了条件を「時間」の 1時間に 

  設定している場合、手動条件が先の場合は手動時刻から１時間収録し、 

  時間条件が先の場合は、設定時刻から１時間収録します。 

 

 

 

 

 

    ④プリトリガ 

プレトリガは最大 120サンプルまで設定可能です。設定する場合 

は、プレトリガ欄に設定サンプル数を入力しください。 

プリトリガは全開始条件に対して有効となります。 

 

注 意 

サーバーにクライアントを接続する前のデータは保持しません。プリトリガは 

サーバーに接続後のデータに適用されます。 
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10.2.3. 終了条件を設定する 

バッチ処理を終了する条件を設定します。手動、入力、時間の中から条件を選択し、チェックを入れ

てください。複数選択も可能です。複数選択の場合、いずれかの条件が成立した時点で収録を終了

します。 

 

①手動 

収録ストップボタンを押した時点で処理を終了します。 

 

②入力 

指定したデジタル入力ペンの立ち上がり、立ち下がり、または変化 

（積算の場合）を検知した時点で処理を終了します。 

入力ペンと条件を指定し、条件に対して不感帯を設定する場合は 

不感帯時間を入力してください（単位：秒）。 

 

③時間 

 指定時間を経過すると処理を終了します。処理を行う時間 

（期間）を入力します。例えば 10分に設定した場合、処理を 

開始して 10分後に終了します。 

35時間 59分まで設定可能です。 

 

注 意 

開始条件を「手動」（または「入力」）と「時間」の両方に設定している場合で、 

終了条件が「時間」の場合、開始条件が先に成立した時刻から終了時間分 

のデータを収録します。 

例）開始条件を「手動」と「時間」に設定し、終了条件を「時間」の 1時間に 

  設定している場合、手動条件が先の場合は手動時刻から１時間収録し、 

  時間条件が先の場合は、設定時刻から１時間収録します。 

 

 

 

 

 

        バッチ収録時の注意事項 
 

終了条件を「時間」以外に設定している場合、1回分のバッチ収録は、最大 65000 

サンプルまでとなります。それ以上の収録は行うことができませんのでご注意ください。 

 

終了条件を「時間」に設定している場合は、最大 65000サンプルまたは 36時間分 

のどちらかの条件が成立するまでの収録が可能です。 

 

 

 



NM-7405-C 改 5  P.57 MG CO., LTD.
www.mgco.jp

 

10.2.4. 表示設定を設定する 

バッチ収録時の、トレンドグラフ画面の背景色などを設定します。 

 

 
 

 

 

 
 

  

10.2.5. 比較表示設定を設定する 

トレンドグラフ画面にて、収録済みの同じ収録周期のバッチデータを重ね書きできます。収録済みデ

ータは 2データまで設定でき、設定した収録済みデータの上に現在のバッチデータを重ねて表示し

ます。 

 

 

 
 

①ペン番号 

表示するデータのペン番号を選択します。▼をクリックし、選択してください。 

 

②ファイル名 

表示するデータを含むファイルを指定します。直接入力するか、参照ボタンで設定してください。 

 

③グラフ濃度 

表示するデータのグラフ色濃度を設定します。100%を基本色とし、0%で一番明度が低くなります（黒

色になります）。 

 
 

 

注 意 

同じ収録周期で収録したデータのみ比較表示に使用できます。収録周期の異なるデータとは比較表

示できませんので、ご注意ください。 

① 

② 

③ 

①通常背景色：バッチ収録以外の背景色を設定します。 

 

②プリトリガ背景色：バッチ収録実行時のプリトリガ領域の背

景色を設定します。 

 

③動作中背景色：バッチ収録実行中の背景色を設定しま

す。 

 

 

① ② ③ 
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10.3. バッチ処理を開始する 

10.3.1. 開始条件が手動の場合 

バッチ処理画面の「START条件」列に、設定した開始条件が表示されます。開始条件を手動に設定

した場合、「MA」と表示されます。複数条件を設定している場合は、カンマ区切りでそれぞれを表示

します。 

 

 

 

 

 

図 10-4 

 

バッチ収録を開始する場合は、バッチ処理を手動スタートする番号の「START」ボタンをクリックする

と、図 10-5のバッチ名入力画面が表示されます。（バッチ名入力を自動に設定している場合は表示

されません。）バッチ名を入力し、OKボタンを押すと収録を開始します。バッチ管理画面の「バッチ情

報」には、ここで設定したバッチ名が採用されます。 

 

 

図 10-5 

収録中の場合、「収録中」列を赤色で表示します。同時に、「収録開始日時」列に収録開始日時を表

示します。図 10-6のライン番号 1は、開始条件を手動に設定した場合の収録中の表示例です。 

 

 

図 10-6 

閉じるボタン 

画面を閉じます。 

バッチ情報 

バッチ名を表示します。 

収録中 

収録状況を表示します。収録中

の場合赤色表示します。 

収録開始日時 

収録を開始した日時を表示

します。 

START/STOP 条件 

バッチ処理の開始／終了条

件を表示します。 
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10.3.2. 開始条件が入力の場合 

バッチ処理画面の「START条件」列に設定した開始条件が表示されます。開始条件を入力に設定し

た場合、「IN」と表示されます。複数条件を設定している場合は、カンマ区切りでそれぞれを表示しま

す。 

 

入力信号の立ち上がり、または立ち下がりを検知して収録を開始します。入力信号が積算値の場合

は、積算値に変化があった時点から収録を開始します。収録中の場合、「収録中」列を赤色で表示し

ます。同時に、「収録開始日時」列に収録開始日時を表示します。 

図 10-7のライン番号 2は、開始条件を入力に設定した場合の収録中の表示例です。 

 

 

図 10-7 

     

 

10.3.3. 開始条件が時間の場合 

バッチ処理画面の「START条件」列に設定した開始条件が表示されます。開始条件を時間に設定

した場合、「TM」と表示されます。複数条件を設定している場合は、カンマ区切りでそれぞれを表示

します。 

 

設定時刻になると収録を開始します。収録中の場合、「収録中」列を赤色で表示します。同時に、

「収録開始日時」列に収録開始日時を表示します。 

図 10-8のライン番号 3は、開始条件を時間に設定した場合の収録中の表示例です。 

 

 

図 10-8 
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10.4. バッチ処理を終了する 

10.4.1. 終了条件が手動の場合 

終了条件を手動に設定している場合、「STOP」ボタンが有効になります。収録を終了する場合は、

STOPボタンをクリックして終了します。 

 

 

図 10-9 

 

 

10.4.2. 終了条件が入力の場合 

終了条件を入力に設定している場合、入力信号の立ち上がり、または立ち下がりを検知して収録を

終了します。入力信号が積算値の場合は、積算値に変化があった時点で収録を終了します。 

 

 

10.4.3. 終了条件が時間の場合 

終了条件を時間に設定している場合、STOP条件列に残り時間を表示します。残り時間がなくなると

収録を終了します。 

開始条件を「手動」（または「入力」）と「時間」の両方に設定している場合で、終了条件が「時間」の場

合、開始条件が先に成立した時刻から終了時間分のデータを収録します。 

 

 

 

図 10-10 

 

 

 

 

 

        バッチ収録時の注意事項 
 

終了条件を「時間」以外に設定している場合、1回分のバッチ収録は、最大 65000 

サンプルまでとなります。それ以上の収録は行うことができませんのでご注意ください。 

 

終了条件を「時間」に設定している場合は、最大 65000サンプルまたは 36時間分 

のどちらかの条件が成立するまでの収録が可能です。 

 

 

 

 

 

 

STOPボタンをクリック。 

残り時間表示 
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10.5. データファイルについて 

10.5.1. ファイル名形式 

バッチ記録データは、CSV形式ファイルとして保存されます。ライン毎（グループ毎）のバッチ開始か

らバッチ終了までに収録したデータが 1 ファイルに格納されます。 

ファイルはバッチ情報設定にて設定した保存先フォルダに保存されます。ファイル名の詳細は下記で

す。 

 

 

①バッチ名入力設定が手動の場合 

 

代表ファイル名バッチ名 n.CSV  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②バッチ名入力設定が自動の場合 

 

   代表ファイル名バッチ収録開始時刻.CSV 

 

 

 

 

 

 

追番表示 

バッチ設定にて設定したバッチ名 

（バッチ名が未設定（空白）の場合はバッチ収録

開始時刻） 

バッチ設定にて設定した代表ファイル名 

 

バッチ収録を開始した時刻（プリトリガ含まず） 

バッチ設定にて設定した代表ファイル名 
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10.5.2. ファイルフォーマット 

バッチ収録データファイルのファイルフォーマットを下記に示します。CSV ファイル形式にて作成され

ます。データ以外のフォーマットを変更、または行／列の変更をした場合、アナライザにてデータ読み

込みできなくなります。 

 

例えばデータ部分を編集して理想値を作成しておき、比較表示に使用することができます。その場合

は、データ部の編集は可能ですが、フォーマット自体を変更しないよう十分ご注意ください。 

 

 

図 10-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   参 考 

 データ部分を編集して理想値ファイルを作成する場合、Excel上で編集するとフォーマットのスペース

位置やカンマ位置がずれる恐れがあります。Microsoft ワードパットのご利用をお勧めします。 

 A列 B列 C列 D列 E列 F列 G列 

１行 識別子 ライン番号 バッチ名 バッチ 

収録周期

(秒) 

バッチ収録 

開始日 

バッチ収録 

開始時刻 

作業情報 

２行   タグ名１ タグ名２ タグ名３ タグ名４ ・・・・ 

３行   単位１ 単位２ 単位３ 単位４ ・・・・ 

４行 日付 時間 データ１ データ２ データ３ データ４ ・・・・ 

以降同じ  ： ： ：   ：   ：    ：  

  ：  ： ： ：   ：   ：   ：  
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10.6. 現在のバッチ収録データを表示する 

リアルタイムでのバッチ記録データの情報表示は、トレンドグラフ画面でのみ可能です。その他の画

面で表示はできません。 

 

10.6.1. トレンドグラフ画面でのバッチデータ表示 

バッチ情報は、トレンドグラフウィンドウ画面を 2画面まで表示可能です。3画面以降はバッチ情報の

表示を行いません。（通常収録データの表示は可能です。） また、1バッチのデータは最大 24時間

まで表示可能です。 

 

図 10-12のように、バッチ設定画面にて、バッチ実行中の背景色を設定すると、トレンドグラフ画面に

てバッチ実行中の背景色を変更することができます。これにより、バッチ実行中であるかどうかを一目

で確認できます。図 10-13は、図 10-12のように設定した場合の表示例です。 

 

 

図 10-12 

 

 

図 10-13 
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10.6.2. トレンドグラフ画面での波形比較表示 

バッチ設定にて、比較表示ファイルを設定している場合、バッチ収録開始時から指定波形を表示す

ることができます。同じ収録周期で収録したデータのみ比較表示可能となります。 

比較波形は、トレンド画面の表示幅を超えた場合に比較波形表示を終了します。 

 

 
 

 

10.6.3.  トレンドグラフ画面の時間軸 AUTO 機能を使用する 

バッチ収録データを表示する際、時間軸AUTO機能を使用すると、時間軸を収録時間に応じて自動

的に最適な表示設定で表示します。この機能を使用することにより、バッチ収録時、バッチ収録開始

から終了までの一連のデータを常に１画面で表示できます。 

バッチデータ収録時のみ有効な機能です。通常収録時はご使用できません。 

 

 

 
 

収録中の波形 

比較波形 

バッチ収録開始 

バッチ収録開始軸が画面の端に到達した時点で、自動

的に時間軸設定を 1 ランク上げます。 

上図の場合、現在の時間軸幅［4MIN］が、［20MIN］に

自動に切り替わります。 

時間軸設定 
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10.6.4. バッチ情報の表示 

トレンドグラフ画面に、バッチ情報を表示します。バッチ記録設定が有効になっているグループ画面

にのみに表示します。 

ライン番号、バッチ名、バッチ収録開始日時を各詳細ボタンの下に表示します。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.7. 過去のバッチ収録データを表示する 

10.7.1. アナライザ画面でのバッチ過去データ表示 

過去のバッチ収録データを表示する場合は、アナライザ画面にて行います。詳細は8.2.2項をご参照

ください。 

 

 

バッチ収録開始日時 

バッチ名 

ライン番号 
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11. アラーム履歴 
アナログアラームの場合、設定したペンにアラームが発生すると、アラーム履歴に記録します。デジタ

ルアラームの場合は、アラーム出力の設定にかかわらず、入力状態を記録します。1000件までの表

示を行います。［表示］の［アラーム履歴］または、ツールバーの［アラーム］をクリックして表示します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

11.1. アラームを確認する 

［確認］の項目をクリックすることで、アラームの確認ができます。 

未確認の場合は赤色表示します。確認したアラームにマウスでカーソルを合わせ、クリックすると、［確

認済み］となり、緑色で表示します。 

 

 
 

 

参 考 

ネットワーク上にあるクライアント PCにてアラームを確認した場合、更新ボタンを押すことにより 

確認／未確認を更新します。 

 

 

閉じるボタン 

画面を閉じます。 

アラーム履歴表示 

アラームの履歴を表

示します。 

CSV ファイル出力ボタン 

アラーム履歴を CSV ファイ

ルに変換して保存します。 

最新表示ボタン 

アラーム履歴を最新

表示にします。 

条件指定ボタン 

条件にあうアラー

ムを検索します。 
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11.2. アラームを検索する 

アラームを条件で検索し、履歴に表示します。［条件指定］ボタンをクリックすると、条件指定画面が表

示されます。 

 

 

 図 11-1 

操 作 

 

１． ［期間指定］で、検索する日を設定します。 

２． ［グループ指定］で、検索するグループを表示します。 

３． ［OK］ボタンを押します。 

 

 

11.3. アラーム履歴をファイル出力する 

アラーム履歴に表示されているアラーム情報を CSV ファイルに変換して出力できます。 

 

操 作 

 

１． アラーム履歴にファイル出力するアラームを表示します。 

２． ［CSV ファイル出力］ボタンをクリックします。 

３． 任意の場所にファイル名を付けて保存します。 

 

 

 図 11-2 
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11.4. 最新表示 

アラーム履歴の最新情報を表示します。アラーム画面を開いたままの状態で、アラームが発生した場

合、アラーム履歴表示は自動更新を行いません。最新情報を表示するには、［最新表示］ボタンをクリ

ックしてください。 

 

 

11.5. アラームポップアップ 

アナログアラーム設定またはデジタルアラーム設定にて、アラーム発生時にポップアップウィンドウ表

示の選択をすると、入力値がアラームの範囲またはアラームの状態になった時に、図 11-3のアラー

ム情報画面を表示します。 

 

 

図 11-3 

 

 

アラーム情報画面には、最新のアラーム 5個を表示します。「確認」欄の「未確認」を押すと、「確認」

表示に変わります。「閉じる」で、全ての表示は消去されます。 

同一ネットワーク上のクライアント PCで確認した場合、ポップアップ表示は自動的に確認表示に更新

されます。
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12. 画面印刷 
ビルダーのシステム設定にて、イメージ出力をファイルに設定している場合、選択している画面（アク

ティブ画面）のコピーを BMP形式のファイルで保存します。保存したい画面を選択し、ツールバーの

［印刷］をクリックしてください。 

BMP ファイルは、Server と Clientが同じ PCにある場合収録データの保存先のフォルダ内に、

Server と Clientが違う PCの場合、C:¥MSRproHC フォルダを自動作成し保存します。 

 

注 意 

Microsoftペイントツールが必要です。インストールされていない場合は、コントロールパネルの「アプ

リケーションの追加と削除」の「Windows コンポーネントの追加と削除」から、ペイントツールを追加し

てください 

 

 

ビルダーのシステム設定にて、イメージ出力をプリンタに設定している場合、通常使用するプリンタに

設定しているプリンタに、現在選択している画面（アクティブ画面）のコピーを印刷します。 

プリンタドライバによって印刷解像度が異なるため、印刷解像度が大きく、そのまま印刷すると画像が

小さくなりすぎる場合は自動的に等倍拡大して印刷します。 

このため、印刷時に倍率を高くして印刷すると、印刷の中心点がずれ、正常に印刷できませんので、

ご了承ください。 
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13. パスワード機能 
連続してデータ収録を行う場合など、収録途中で誤って設定内容を変更することを防ぐため、パスワ

ードロック機能を設定できます。パスワードを設定すると、各操作ボタンに対してロックがかかり、権限

のないユーザーは指定操作ができなくなります。 

 

操 作  

１． メニューバーの「設定」から「パスワード設定」を選択すると、図 13-1のパスワード設定画面が 

表示されます。 

 

 

図 13-1 

 

２． 新規ユーザーを追加する場合は「追加」ボタンをクリックし、図 13-2の画面を表示し、ユーザー 

ID とパスワードを設定します。パスワードは確認用に 2回入力してください。 

ユーザーIDは全角 8文字、半角 16文字以内、パスワードは半角英数 8文字以内で設定してく

ださい。パスワードは省略可能です。 

ユーザーID は最大 3ユーザーまで登録が可能です。 

 

 

図 13-2 

３． パスワード設定を確定した時点から下記の操作に対してロック機能が有効となります。 

 

項目 内容 

メニューバー ファイル（印刷以外）、設定（ペン情報更新以外）、ツール 

ツールバー 接続 

アナライザ CSVファイル変換、コメント書き込み／読み込み 

その他 起動、終了 

 

４． ロック機能を解除する場合は、メニューバーの「設定」から「ログイン」を選択し、操作可能状態に 

ログインします。ログイン時、パスワード入力画面が表示されますので、設定しているユーザーID

とパスワードを入力してください。 

 

 

図 13-3 
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５． 再びロック機能を有効にする場合は、メニューバーの「設定」から「ログアウト」を選択し、操作可 

能状態からログアウトしてください。マウス操作がない場合、または画面を最小化している場合、

60秒後自動的にログアウトします。 

 

 

現在のログイン／ログアウトの状態は、ツールバーにて確認できます。ログインしている場合緑色、ロ

グアウトの場合グレイ色で表示します。 

 

 
 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ログイン時（操作可能状態） 

 

・・・ログアウト時（操作不可状態） 
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14. バージョン表示 
メニューバーの［ヘルプ］－［バージョン情報］、またはツールバーの［ヘルプ］を選択してバージョン情

報画面を開きます。 

 

 

 

 図 14-1 
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15. 付録 

15.1. 付録１ IPアドレスの確認方法 

15.1.1. Windows7 の場合 

１．[スタートメニュー]－[プログラムとファイルの検索]をクリックします。 

２．次に「cmd」と入力し［Enter］キーを入力します。 

 
 

３．「ipconfig」と入力し、［Enter］キーを押します。 

４．画面に「IPv4 Address」が表示されますので、ご確認ください。 

※ IPが取得できない場合、配線をご確認ください。 

 
 

５．「exit」と入力し、［Enter］キーを押すと画面が閉じます。 
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15.1.2. Windows10 の場合 

１．デスクトップの左下にある「Web とWindowsを検索」に「cmd」と入力します。 

 
 

２．表示された「コマンドプロンプト（デスクトップアプリ）」をクリックします。 

 
 

３．「ipconfig」と入力し、［Enter］キーを押します。 

４．画面に「IPv4 Address」が表示されますので、ご確認ください。 

※ IPが取得できない場合、配線をご確認ください。 

 
５．「exit」と入力し、［Enter］キーを押すと画面が閉じます。 
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15.1.3. Windows11 の場合 

１．デスクトップ下にある「検索」に「cmd」と入力します。 

表示された「コマンドプロンプト(アプリ)」をクリックします。 

 
 

２．「ipconfig」と入力し、「Enter」キーを押します。 

３．画面に「IPv4 Address」が表示されますので、ご確認ください。 

※IPが取得できない場合、配線をご確認ください。 

 
4．「exit」と入力し、「Enter」キーを押すと画面が閉じます。
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15.2. 付録２ 表計算ソフト：EXCELへの取り込み 

 

MSRproで変換した収録ファイルは拡張子に「.csv」が付いています。拡張子を変更したい場合、作

成したファイルをWindowsエクスプローラで検索し、ファイルをダブルクリックします。これで自動的に

EXCELが起動され、MSRproで変換して作成されたデータファイルが EXCELワークシートに読込

まれます。(ただし、.csvの拡張子が EXCEL と関連付けされていることが必要です) 

 

         
データ容量が大きい場合、EXCELでの表示領域を超え、全てのデータを EXCELで表示する

ことができない場合があります。その場合、CSV データをワードパットで開き、データを編

集してください。不要なデータを削除するか、もしくはデータを半分に分けることでデータ

を短くし、表示領域内に収めることができます。 

 

 

 

 図 15-1 

削除する部分を選択し、del

キーで削除します。 
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15.3. 付録３ 電力マルチメータの力率データ表示について 

電力マルチメータ（形式：53U、54U）、電力マルチユニット（形式：R7EWTU、R7MWTU、

R9EWTU、R9MWTU）、電力マルチ変換器（形式：M5XWTU）を接続し、力率データを収録、表

示する場合、表示方法が他のアナログデータと異なります。（54U2の力率は通常の表示となりま

す。） 

力率データは、トレンドグラフ画面、アクティブトレンド画面では目盛り左端を-1.0、中央を 1.0、右端を

-1.0 として表示します。その際下図のように、力率データと位相ずれ方向データ DIR(0=LAG、

1=LEAD)を読み込み、グラフ上への描画を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように、画面右側を LAG側、画面左側を LEAD 側として表示します。 

 

 
 

また、オーバービュー画面、トレンドグラフ画面のバーグラフ表示では、下図のように、画面中央を基

準としてバーグラフ表示します。 

 

 
 

注 意 

■53U、54U、R7EWTU、R7MWTU、R9EWTU、R9MWTU、M5XWTU本体の力率設定は 

工場出荷時設定（0：通常(IEC)有効電力と同じ）にてご使用ください。 

■Builderのペン設定で表示される、レンジ設定、スケーリング設定、プロット範囲設定は固定値 

です。設定変更はできません。 

■最大、最小力率は DIR値が存在しないため、力率をそのまま読み込み、表示します。 

-1.0 

0 

1.0 

0 

θ 

θ 

力率データだけでは表

示点が特定できません。 

データ 

データ 

1.0 -1.0 -1.0 

位相ずれ方向を読み込み、LAG また

は LEADを決定して表示します。 

LEAD側 LAG側 
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15.4. 付録４ 管理者権限で実行 

・Windows7の場合 

「プログラムメニュー」の「MSRpro-V6」から「MSReco」を右クリックすると、下図のよ

うなメニューが表示されます。このメニューの管理者として実行を選択すると、「ユーザーアカウント

制御」のダイアログが表示されます。「はい」を選択すると管理者権限でソフトが起動されます。 

＊常に管理者権限で起動する方法 

下図のメニューの「プロパティ」を選択し、プロパティ画面の「互換性」タブを開きます。 

特権レベルの「管理者としてこのプログラムを実行する」をチェックします。以降、このプログラムは

管理者権限で起動されます。 

 

 
＊個々のパソコンによってメニューの内容が異なります。 

 

・Windows10の場合 

「プログラムメニュー」の「MSRpro-V6」から「MSReco」を右クリックすると、下図のよ

うなメニューが表示されます。このメニューの「管理者として実行」を選択すると、「ユーザーアカウン

ト制御」のダイアログが表示されます。「はい」を選択すると管理者権限でソフトが起動されます。 

＊常に管理者権限で起動する方法 

下図のメニューの「ファイルの場所を開く」を選択し、表示されたエクプローラー画面上でプログラ

ムファイルを右クリックします。表示されたメニューから「プロパティ」を選択し、プロパティ画面の

「互換性」タブを開きます。設定の「管理者としてこのプログラムを実行する」をチェックします。以降、

このプログラムは管理者権限で起動されます。 
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・Windows11の場合 

「プログラムメニュー」の「MSRpro-V6」から「MSRpro-Builder」を右クリックすると、

下図のようなメニューが表示されます。このメニューの「管理者として実行」を選択すると、

「ユーザーアカウント制御」のダイアログが表示されます。「はい」を選択すると管理者権限

でソフトが起動されます。 

＊常に管理者権限で起動する方法 

下図のメニューの「ファイルの場所を開く」を選択し、表示されたエクプローラー画面上

でプログラムファイルを右クリックします。表示されたメニューから「プロパティ」を選

択し、プロパティ画面の「互換性」タブを開きます。設定の「管理者としてこのプログラ

ムを実行する」をチェックします。以降、このプログラムは管理者権限で起動されます。 
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15.5. 付録５ 変更履歴 

Ver.6.06.XX …・Windows10対応 

Ver.6.07.XX …・54U2に対応 

Ver.6.08.XX …・M5XWTUに対応 

Ver.6.08.XX …・Windows11に対応 
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